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経済企業委員会会議録 

 

平成３０年１２月１３日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時５７分閉議（実時間１００分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１３１号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第１１号（関係分） 

１．議案第１３５号・平成３０年度八代市簡易

水道事業特別会計補正予算・第３号 

１．議案第１４０号・平成３０年度八代市水道

事業会計補正予算・第２号 

１．議案第１５５号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第１２号（関係分） 

１．議案第１４５号・指定管理者の指定につい

て（八代市がらっぱ広場） 

１．議案第１４６号・指定管理者の指定につい

て（サンライフ八代） 

１．議案第１４７号・指定管理者の指定につい

て（八代市さかもと温泉センター、八代市

坂本憩いの家、八代市広域交流センターさ

かもと館） 

１．議案第１４８号・指定管理者の指定につい

て（八代市ふれあいセンターいずみ、八代

市農林産物流通加工施設） 

１．請願第１号・日奈久地域におけるクルーズ

客船観光客受け入れに伴う整備方について 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

  （パリにおけるい草、畳表プロモーション

活動について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     橋 永 高 徳 君 
 
  農林水産部総括審 
            濱 本   親 君 
  議員兼次長 
 

  理事兼農業振興課長 小 堀 千 年 君 

  農地整備課長    小 原 聖 児 君 

  農林水産政策課長  豊 田 浩 史 君 
 
  農林水産政策課長補佐 
            柿 本 光 明 君 
  兼農事研修センター所長 
 

 市長公室 

  理事兼人事課長   白 川 健 次 君 

 経済文化交流部長   山 本 哲 也 君 

  経済文化交流部次長 中   勇 二 君 

  観光振興課長    田 中 辰 哉 君 

 部局外 

  水道局理事兼局長  宮 本 誠 司 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、定刻と

なり、定足数に達しましたので、ただいまから

経済企業委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１３１号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１１号（関係分） 
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○委員長（成松由紀夫君） 最初に、予算議案

の審査に入ります。 

 まず、議案第１３１号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第１１号中、当委員会関係

分を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第５款・農林水産業費につ

いて農林水産部から説明を願います。 

○農林水産部長（橋永高徳君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、議案第１３１号・平成３０年度八

代市一般会計補正予算・第１１号農林水産業費

について濱本総括審議員兼次長から説明いたし

ます。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君）

 農林水産部の濱本でございます。よろしくお

願いいたします。着座にて説明させていただい

てよろしいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君）

 それでは、議案第１３１号・平成３０年度八

代市一般会計補正予算・第１１号中、当委員会

に付託されました農林水産部関係分について御

説明いたします。 

 別冊一般会計補正予算書の１８ページをお開

きください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額３５９万６０００円を計

上し、補正後の金額を１５億９４５５万９００

０円とするものです。 

 説明欄の事業を御説明いたします。 

 産地パワーアップ事業としまして、３５９万

６０００円を計上しております。 

 説明欄の事業を御説明いたします。 

 本事業は、国の産地パワーアップ事業費補助

金を活用し、産地パワーアップ計画に基づいて

意欲ある農業者等が高収益な産物・栽培体系へ

の転換を図る取り組みに必要な機械などの導入

に要する経費を補助するものでございます。 

 取り組み主体は、株式会社かめやま、実施地

区は八代市松高地区で、事業内容としましては、

トラクター、ロータリーのリース導入を行うも

のです。総事業費が７７７万円であり、消費税

を除いた額の２分の１以内である３５９万６０

００円の補助を行うものでございます。 

 なお、特定財源としましては、全額県支出金

を予定しております。 

 次に、１９ページをごらんください。 

 目５・農業後継者育成費で、補正額４８万４

０００円を計上し、補正後の金額を１３９万５

０００円とするものです。 

 説明欄の事業を御説明いたします。 

 食育推進育成事業としまして、４８万４００

０円を計上しております。本事業は、県の学校

給食支援等事業補助金を活用し、学校給食にお

ける地産地消を推進するため、地域内食材を初

めとした県産食材の流通システムモデルづくり

に資する活動に要する経費を補正するものでご

ざいます。 

 内容としましては、流通システムの構築に向

けた研修活動として、講演会の講師謝礼及び商

品開発や流通システムづくりに係る指導謝礼と

して２８万８０００円、それらの旅費として５

万１０００円、地元産品を活用した加工品の開

発に必要な消耗品費として３万９０００円、賄

材料費として１０万円、講演の会場使用料とし

て６０００円を予定しております。 

 なお、特定財源としましては全額県支出金を

予定しております。 

 次に、目８・農地費で、補正額５１５３万７

０００円を計上し、補正後の金額を１２億８０

５６万円とするものです。 

 説明欄の事業を御説明いたします。 

 農地耕作条件改善事業につきましては、来年

度に整備を予定していました地区について、国

の予算措置の関係で本年度に前倒して実施が可
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能となりましたことから、事業着手に必要な経

費を補正するものでございます。 

 事業の内訳は、八代市が主体となって実施す

るものとして、日奈久新開町塘添上地区の排水

路改修に要する工事請負費として２４００万円、

鏡町の下村・内田３地区の排水路改修に要する

工事請負費として２７００万円、合計５１００

万円を予定しております。 

 また、八代平野南部土地改良区が主体となっ

て実施する日奈久地区用水路補修工事に要する

総事業費２１５万円に対し、県の費用負担割合

１５％、市の費用負担割合１０％に当たる５３

万７０００円を計上しております。 

 なお、特定財源としましては、県支出金３３

４７万２０００円、市債１３３０万円を予定し

ております。 

 以上で一般会計補正予算・第１１号中、農林

水産部関係分の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） 産地パワーアップ事業

について、先ほども野菜が安くなったって話も

あったんですが、この転換される作物が特定さ

れてれるとがあればですね、高収益になるって

話になるとですが。その辺が、作物は特定され

とっとですか。あれば教えてください。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 農業振

興課の小堀でございます。 

 今回取り組まれる株式会社かめやまさんでご

ざいますが、こちらのほうでは、レタスを取り

組まれます。それと一部キャベツもございます

が、ほとんどレタスへの取り組みというような

ところでございます。 

 以上でございます。（委員亀田英雄君「はい、

わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（増田一喜君） 事業としては別に言う

ことはないんですが、先ほど説明のときに日奈

久のほうの、南部の土地改良区でやる日奈久の

用水路補修工事、ここで総事業費のところで２

１５０万って言われたような気がしたんですけ

ど、２１５万じゃないのかな。たしか２１５０

万って言いなったけんで、これ読み間違えかな

と思って、そこは。 

○農地整備課長（小原聖児君） おはようござ

います。農地整備課長の小原でございます。 

 済みません、総事業費としましては２１５万

円でございます。（委員増田一喜君「単純に読

み間違えですね、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（西濵和博君） 食育推進育成事業につ

いてお伺いしたいと思います。 

 先ほど、御説明の中で、この事業は県食材の

流通システムモデルづくりに資する活動という

趣旨の御説明があったかと思いますが、どうい

った方々を対象に行われるのか。また、御講演、

講師をお招きになる御予定ということですけど、

どういった分野の方を講師として御予定なさっ

ていらっしゃるのか、また、その開催回数あた

りについて予定があればあわせてお伺いいたし

ます。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 農林水産

政策課、豊田です。よろしくお願いします。 

 講師につきましては、アドバイザーといたし

まして、八代ふるさと公社、――東陽地区のふ

るさと公社の菜摘館の主任でございます坂本さ

んをアドバイザーとして予定しております。学

校給食向けの商品開発に係る流通システム構築

に関する講演を８回ほどお願いいたしておりま

す。予定でございます。 

 それと、地域食材、農林水産物を使ったメニ

ューと加工品等の開発というものも検討する予
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定でおります。これにつきましては、八代産の

特産品、そういったものを原材料としました給

食用のふりかけの開発を予定しております。こ

れにつきましては、参加者としまして県内の食

品メーカー、あと学校栄養職員、あとアドバイ

ザーさんも一緒になって検討いただこうという

ことで考えております。 

 あと、地域の農林水産物を使ったメニューの

開発、導入ということで、これは学校給食で開

発したふりかけを試験的に給食に導入いたしま

して、子供たちのアンケート、あとそういった

ものを検証する作業をする予定でおります。こ

れにつきましては、学校の栄養職員、アドバイ

ザーさんなどですね、そういったもので検討す

る予定でおります。 

 以上でございます。 

○委員（西濵和博君） もう一つお尋ねなんで

すけど、今の御説明の中に一部解説があったと

かと思うんですが、そもそもこの流通システム

モデルづくりというのは、概要がどういったも

のなのかというのと、今回の補正予算はそれに

資するということでソフト的な御取り組みかな

というふうに思うんですが、この流通システム

モデルづくり自体についての取り組みというの

は、別の手だてか何かで既にお取り組みでいら

っしゃるのか、そこも含めて御説明いただけま

すでしょうか。 

○農林水産政策課長補佐兼農事研修センター所

長（柿本光明君） 農事研修センター、柿本で

す。よろしくお願いします。 

 まず、流通モデル事業づくり。流通モデル事

業ということで、学校給食向けには、八代市に

はいろいろな食材とかございまして、使える要

素のものはあるんですけれども、値段の問題で

すとか流通の問題とかいろいろございますので、

そこら辺を事業費を使いまして、とりあえず実

証をやりまして、今後に向けた改良を行いたい

ということで、その辺の、実際に流通業に携わ

られている、先ほど御紹介ありましたアドバイ

ザーさんをですね、商品開発とか、あるいは流

通させてみることに対して、一緒にチームに加

わっていただきながら進めていくということで

考えております。 

 この事業そのものが、アドバイザー招聘に係

る事業費が主になっておりまして、アドバイザ

ーを雇いながら商品開発を重ねて、地産地消を

進めていくということになっております。 

 以上です。 

○委員（西濵和博君） わかりました。非常に

わかりやすく御説明いただいてイメージが湧き

ました。アドバイザーの方を招聘することによ

ってこの事業を推進すると、一言で言うと、そ

ういうふうな理解でよろしいでしょうか。あり

がとうございました。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１３１号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１１号中、当委員会関係分につ

いては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会します。 

（午前１０時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１４分 本会） 
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◎議案第１３５号・平成３０年度八代市簡易水

道事業特別会計補正予算・第３号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３５号・平成３０年度八代市

簡易水道事業特別会計補正予算・第３号を議題

とし、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） おはよう

ございます。水道局の宮本でございます。着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 議案第１

３５号・平成３０年度八代市簡易水道事業特別

会計補正予算・第３号について御説明いたしま

す。 

 別冊になっております予算書の１ページをお

願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ５００万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２億４６５４万５０００円

とするものでございます。 

 ６ページの事項別明細書をお願いいたします。

３の歳出でございますが、款１、項１・簡易水

道事業費、目２・簡易水道維持管理費５００万

円を追加し、補正後の金額を５６３９万１００

０円といたしております。 

 次に、２の歳入でございますが、款３・繰入

金、項１、目１・一般会計繰入金で５００万円

を増額し、補正後の金額を１億３６２８万５０

００円にいたしております。 

 これは、泉町の落合簡易水道浄水場において、

浄水設備の前処理機が故障したため、修繕に必

要な経費を補正するものでございます。通常は

前処理機とろ過機を併用して行う工程を、前処

理機故障のため、現在はろ過機のみで行ってい

ますが、大雨等が発生すればろ過機に負担がか

かり、ろ過機も故障するおそれがあり、安全で

安心な水の安定供給に影響を及ぼすため、早急

な修繕が必要となっております。 

 内容につきましては、前処理機の修繕費用５

００万円でございます。なお、財源につきまし

ては、全額一般会計繰入金を予定いたしており

ます。 

 ３ページに戻りまして、第２表、繰越明許費

でございますが、款１、項１・簡易水道事業費、

事業名、坂本地区建設事業１２０万円でござい

ます。 

 これは、坂本町の中津道簡易水道整備工事に

つきましては、市道下鎌瀬上鎌瀬線道路改良事

業との同時施工を予定しておりましたが、市道

工事の契約が入札辞退等でおくれ、年度内での

工事完了が困難となり、繰り越すものでござい

ます。 

 内容につきましては、工事請負費１２０万円

でございます。なお、完了予定時期は平成３１

年５月下旬でございます。 

 次に、第３表、債務負担行為でございますが、

これらは、平成３１年４月１日から執行すべき

業務でございまして、当初予算議決前に入札等

の契約事務を行うために、債務負担行為を設定

するものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。あ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１３５号・平成３０年度八代市簡易水

道事業特別会計補正予算・第３号については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま
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す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４０号・平成３０年度八代市水道事

業会計補正予算・第２号 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、議案第１４

０号・平成３０年度八代市水道事業会計補正予

算・第２号を議題とし、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 引き続き

説明させていただきます。着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 議案第１

４０号・平成３０年度八代市水道事業会計補正

予算・第２号について御説明いたします。 

 別冊になっております予算書の１ページをお

願いいたします。 

 今回の補正予算は、債務負担行為の設定でご

ざいます。第２条に定めます事項は、平成３１

年４月１日から執行すべき業務でございまして、

当初予算議決前に入札等の契約事務を行うため

に債務負担行為を設定するものでございます。 

 ５ページの債務負担行為調書をお願いいたし

ます。 

 滅菌用次亜塩素酸ソーダ購入経費、水道事業

水質検査業務委託、量水器購入経費につきまし

ては、毎年、入札または見積もり合わせで納入

業者、請負業者の選定、契約を行っていますが、

年度当初から業務を行う必要があることから債

務負担行為を設定するものでございます。 

 また、水道管路敷借上経費、水道使用料コン

ビニ収納事務委託は、契約が自動更新となって

おり、年度当初前までに継続の意思表示を行う

必要があることから債務負担行為を設定するも

のでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１４０号・平成３０年度八代市水道事

業会計補正予算・第２号については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２２分 本会） 

◎議案第１５５号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１２号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５５号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第１２号中、当委員会関係

分を議題とし、説明を求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費につい

て、農林水産部から説明をお願いします。 

○農林水産部長（橋永高徳君） それでは、本

委員会に付託されました議案のうち、議案第１

５５号・平成３０年度八代市一般会計補正予算

・第１２号、農林水産部所管分について、濱本

総括審議員兼次長から説明いたします。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君）

 農林水産部の濱本です。よろしくお願いいた

します。着座にて説明させていただいてよろし

いでしょうか。 
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○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君）

 予算書の説明に入ります前に、まず、今回の

１２月補正予算における人件費の補正内容につ

きまして説明させていただきます。 

 本年度の人事院勧告に準じた給与改定につき

ましては、本市におきましては、２年連続の引

き上げの実施となっております。今回の改定で

は、給料表、期末勤勉手当が対象となっており、

まず、給料表につきましては水準を平均０.１

６％引き上げるものでございます。若年層に重

点を置いた引き上げ改定となっており、この改

定による引き上げ対象者は、全会計で９２０名

となっております。 

 次に、期末勤勉手当につきましては、年間支

給月数を４.４月から４.４５月へと０.０５月

引き上げるものでございます。 

 その他、給与改定以外の補正の増減の要因と

しましては、人事異動に伴う職員数の変動や、

会計・費目間での異動の影響、退職者、休職者、

育児休業者、市町村職員共済組合負担金の率改

定の影響によるものでございます。 

 それでは、議案第１５５号・平成３０年度八

代市一般会計補正予算・第１２号中、当委員会

に付託されました農林水産業費関係分について

御説明いたします。 

 ３ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳出につ

いて説明をいたします。 

 款５・農林水産業費を２１２２万５０００円

減額補正し、補正後の額を４３億４２３４万６

０００円としております。 

 その内訳は、項１・農業費を１４４２万３０

００円減額。 

 項２・林業費６７９万３０００円減額。 

 項３・水産業費９０００円減額するものでご

ざいます。 

 次に、詳細を御説明いたします。１４ページ

をお願いいたします。下の段の表をごらんくだ

さい。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目１・

農業委員会費でございますが、職員６人分の人

件費補正として１１７万２０００円を追加し、

補正後の額を８４７０万３０００円とするもの

でございます。 

 次に、目２・農業総務費では、職員５２人分

の人件費補正として５２７万３０００円を減額

し、補正後の額を４億６７７９万７０００円と

するものです。主な要因としましては、職員数

１名減によるものでございます。 

 次に、目６・農事研修センター費では、職員

３人分の人件費補正として２４３万円を減額し、

補正後の額を２０９６万８０００円とするもの

でございます。 

 １５ページをお願いいたします。 

 次に、目８・農地費では、職員１３人分とし

て１０万７０００円を減額し、補正後の額を１

２億８０４５万３０００円とするものでござい

ます。 

 次に、目１２・地籍調査費では、職員１８人

分の人件費補正として７７８万５０００円を減

額し、補正後の額を３億９５０万３０００円と

するものでございます。主な要因としましては、

職員数３名減によるものでございます。 

 項２・林業費、目１・林業総務費でございま

すが、職員８人分の人件費補正として６９６万

１０００円を減額し、補正後の額を５４６８万

６０００円とするものでございます。 

 次に、目４・林道新設改良費では、職員２人

分の人件費補正として１６万８０００円を追加

し、補正後の額を１億５０８２万３０００円と

するものでございます。 

 １６ページをお願いいたします。 

 次に、項３・水産業費、目１・水産業総務費

でございますが、９０００円を減額し、補正後

の額を３７７５万５０００円とするものでござ
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います。 

 以上で、一般会計補正予算・第１２号中、農

林水産業費関係分の説明を終わります。御審議

方、よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） きょうの新聞に、非正

規と正規の話があったもんですけん、ちょっと

伺いたかですが、農林水産業費に関係する部分

について、正規と非正規はどのくらいの割合で

いらっしゃるか。一番初めの説明で９２０名て

いうことで、これは確認なんですが、これは非

正規も正規もかかわらず同じ割合でされるとい

うことなんですか。その２点、ちょっとお聞か

せください。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 人事課、白

川でございます。よろしくお願いします。 

 農林水産部の非常勤や臨時、まあ、非正規の

分について、済みません、今手元に数字を持っ

ておりませんので、後ほどその辺はお知らせを

したいというふうに思います。 

 今回の補正に係る分の人件費につきましては、

正規の職員の分だけということになります。臨

時、非常勤の分はこちらのほうには入ってはお

りません。 

○委員（亀田英雄君） 臨時、非正規はならな

い、上げられないんですか。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 非正規、臨

時、非常勤職員の分については来年度の予算編

成の中で単価というのは設定をしていくという

ことでございまして、今年度のこの補正の中で

の改定というのは見込んでいないところです。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） わかりました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） 非常に悩ましか話です

が、大分悩んだっですが、身の回りには、周り

の人は、公共料金が上がっとに公務員はまた上

ぐっとかという話がいっぱいあります。だけど

一部には、まあ、上げてもろうて金ば使かって

もらうていう話もあります。いつもは反対すっ

とですが、今回は金を使ってもらうように期待

をして、そのように話をしてもらうようにお願

いして賛成したいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

○委員（西濵和博君） 今回の御説明は、人事

院勧告に伴う職員の給与改定ということで、私

たちの所管は、今回御説明がありました農林水

産部門でございますが、数字だけを客観的に捉

えますと、給与改定額プラス勧告があった上に

おいて各費目は減ということで、濱本総括審議

員の説明にもありましたように、その理由とし

ては、職員が当初予算に比して減だということ

で、仕事量は年々どこの自治体もふえる中にあ

ってですね、限られた人材で職務を全うされて

るんだなというのがうかがい知る状況だったか

というふうに思います。 

 一方では、他の費目を見ますと増になってい

るところもございますので、市全体としての職

員の適正配置については、引き続き人事当局で、

今後も各部署の御意見を聞きながら御対応いた

だければなというふうに思います。 

 済みません、今、意見となりましたけど、以

上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第５款・農林水産業費についてを終了します。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時３３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３４分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費及び第９款・教

育費について、経済文化交流部から説明を願い

ます。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）経済文化交流部部長の山本でございま

す。 

 経済企業委員会に付託されました議案第１５

５号・平成３０年度八代市一般会計補正予算・

第１２号中、経済文化交流部に係る部分につい

て次長の中より御説明させていただきますので

よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）よろしくお願いします。着席の

上、御説明申し上げてよろしいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） それで

は、補正予算書・第１２号の１６ページをお開

きください。 

 今回、人件費の補正をお願いするものでござ

いますが、給与改定の内容等につきましては、

先ほど、農林水産部のほうから説明があってい

ることと存じますので割愛させていただきます。 

 それでは、１６ページの款６・商工費、項１

・商工費、目１・商工総務費では、職員４０人

分の補正として５７４万２０００円を減額し、

補正後の額が３億５２０万６０００円となって

おります。主な要因といたしましては、給与改

定による増額及び人事異動に伴う職員の入れか

わり等による減額によるものでございます。 

 次に、２２ページをお願します。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費でございます。職員７人分の補正とし

て４６８万６０００円を減額し、補正後の額が

１億５０６６万６０００円となっております。

主な要因といたしましては、給与改定及び人事

異動等によるものでございます。 

 続きまして、２３ページでございます。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目６・文

化財保護費でございます。職員１１人分の補正

として４５万９０００円を減額し、補正後の額

が１億７４６７万７０００円となっております。

主な要因といたしましては、給与改定及び人事

異動等によるものでございます。 

 次に、その下でございます。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目１・社

会体育総務費でございます。職員１２人分の補

正として１７４４万７０００円を増額し、補正

後の額が９９４０万２０００円となっておりま

す。主な要因といたしましては、給与改定及び

人事異動等によるもの、並びに女子ハンドボー

ルアジア選手権の開催に伴う会場運営職員の人

件費でございます。 

 次に、目３・社会体育施設費でございます。

職員３人分の補正として８８３万７０００円を

減額し、補正後の額が３億１７１３万１０００

円となっております。主な要因といたしまして

は、給与改定及び人事異動等によるものでござ

います。 

 以上、経済文化交流部関係の人件費補正につ

いて御説明申し上げました。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で
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質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） 先ほども言いましたが、

なるだけ八代に金ば使こてもらうごて、頑張っ

て職員さんに金ば使こてもらうごてお願いした

いと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１５５号・平成３０年度八代一般会計

補正予算・第１２号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４５号・指定管理者の指定について

（八代市がらっぱ広場） 

◎議案第１４６号・指定管理者の指定について

（サンライフ八代） 

◎議案第１４７号・指定管理者の指定について

（八代市さかもと温泉センター、八代市坂本憩

いの家、八代市広域交流センターさかもと館） 

◎議案第１４８号・指定管理者の指定について

（八代市ふれあいセンターいずみ、八代市農林

産物流通加工施設） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、事件議案の

審査に入ります。 

 なお、議案第１４５号・八代市がらっぱ広場

に係る指定管理者の指定について、議案第１４

６号・サンライフ八代に係る指定管理者の指定

について、議案第１４７号・八代市さかもと温

泉センター、八代市坂本憩いの家、八代市広域

交流センターさかもと館に係る指定管理者の指

定について及び議案第１４８号・八代市ふれあ

いセンターいずみ、八代市農林産物流通加工施

設に係る指定管理者の指定については関連があ

りますので、本４件を一括議題とし、採決につ

いては個々に行いたいと思います。 

 それでは、本４件について一括して説明を求

めます。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） 経済企業

委員会に付託されました議案第１４５号から１

４８号までの指定管理者の指定につきまして、

一括して次長の中より御説明させていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） それで

は、引き続き説明させていただきます。よろし

くお願いします。 

 使います資料でございますが、１２月定例会

議案書のほかに、別途配付いたしております指

定管理者の指定についてというＡ４のホチキス

どめの資料、こちらもあわせて御説明いたしま

すのでよろしくお願いします。 

 それでは、まず議案書の１５ページをお開き

ください。 

 議案第１４５号から第１４８号まで、当部が

所管いたします施設のうち、４件７施設の指定

管理者の指定につきまして、議決をお願いする

ものです。 

 提案理由でございますが、いずれも本市が設

置する公の施設の指定管理者を指定するために

は、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に

よりまして、議会の議決を経る必要があるため

でございます。 

 まず、議案第１４５号でございます。施設名

は八代市がらっぱ広場、指定管理者となる団体

はまちなか活性化協議会、指定の期間は平成３

１年４月１日から３年間でございます。 

 次のページをお願いします。 

 議案第１４６号でございます。施設名はサン
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ライフ八代、指定管理者となる団体は一般財団

法人サンライフ八代（｢社団法人」と呼ぶ者あ

り）失礼しました。いや、一般財団法人。

（｢こっちは社団法人って書いてある」と呼ぶ

者あり）済みません、資料のほうが間違えてお

りましたですかね、申しわけございません。議

案書のほうが正確でございます。 

 指定期間は平成３１年４月１日から５年間で

ございます。 

 続きまして、１７ページ。 

 議案第１４７号でございます。施設名は八代

市さかもと温泉センター、八代市坂本憩いの家、

八代市広域交流センターさかもと館の３施設で、

指定管理者となる団体はさかもと温泉センター

株式会社、指定期間は平成３１年４月１日から

５年間でございます。 

 １８ページをお願いします。 

 議案第１４８号でございます。施設名は八代

市ふれあいセンターいずみ、八代市農林産物流

通加工施設の２施設で、指定管理者となる団体

は株式会社いずみ、指定期間は平成３１年４月

１日から５年間でございます。 

 それでは、詳細について別紙資料にて御説明

をいたします。 

 資料を１枚おめくりいただいて、１ページ、

議案第１４５号、指定管理者候補者の選定結果

について、八代市がらっぱ広場分でございます。 

 １、施設の概要は記載のとおりでございます。 

 ２、指定の期間は３年間でございます。 

 ３、委託料は、３１年度は１３万４０００円

でございますが、記載のとおり消費税引き上げ

の関係で、３２年度から１３万６０００円とな

ります。３年間合計で４０万６０００円となっ

ております。 

 次のページ、４、候補者の概要についてでご

ざいます。記載のとおりでございます。 

 ５、指定の経緯でございますが、前回までと

同様、非公募としております。平成３０年１０

月２２日に選定手続要項を先方に提示しており

ます。申請の提出期限を１１月２日としており

まして、１１月７日実施の選定委員会にて事業

者からのプレゼンテーションや事業者へのヒア

リング等を行い、同１９日に指定管理者候補者

が選定されたところです。 

 ６、今後の日程でございますが、議会にて指

定の議決を受けた後、速やかに指定通知及び指

定の告示を行います。その後、来年３月議会に

て予算案を提案し、議決をお願いいたしまして、

４月までに協定の締結を終え、４月１日から指

定管理の運営開始を予定いたしております。 

 ７、選定委員会の委員を掲載いたしておりま

す。委員１０名のうち、星田税理士様を初め、

６名が外部委員となっております。 

 ８番の選定結果については、後ほどまとめて

御説明させていただきます。 

 続きまして、資料の３ページをお願いします。 

 議案第１４６号、サンライフ八代でございま

す。 

 １、施設の概要は記載のとおりでございます。 

 ２、指定の期間は５年間でございます。 

 ３、委託料は、３１年度は１０８５万円でご

ざいますが、記載のとおり消費税引き上げの関

係で、３２年度から１０９５万円となっており

ます。５年間合計で５４６５万円となっており

ます。 

 ４、候補者の概要については記載のとおりで

ございます。 

 次のページをお願いします。 

 ５、指定の経緯でございますが、平成３０年

１０月１５日に公募で募集を開始いたしまして、

１０月２２日に説明会を開催しております。そ

の後の経過につきましては、先ほどのがらっぱ

広場と同様でございます。（６）の応募状況に

つきましては、説明会への参加が１団体、応募

件数も同じく１団体でございました。 

 ６、今後の日程及び７、選定委員会について
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は、先ほどと同様でございますが、委員のうち

田中副市長が財団の理事長でございますので、

利害関係者となり、選定委員からは外れて委員

数は９名となっております。選定結果について

は、後ほどまとめて御説明させていただきます。 

 続きまして、５ページをお願いします。 

 議案第１４７号、八代市さかもと温泉センタ

ー、坂本憩いの家及び広域交流センターさかも

と館の３施設でございます。 

 １、施設の概要は記載のとおりでございます。 

 ２の指定の期間は５年間でございます。 

 ３、委託料は、３１年度は３８６４万４００

０円でございますが、３２年度から３８９９万

６０００円となります。５年間合計で１億９４

６２万８０００円となっております。 

 ４番の候補者の概要については記載のとおり

でございます。 

 ５、指定の経緯でございますが、この３施設

につきましては、前回まで公募により事業者を

募集しておりましたが、今回、指定管理者制度

の運用指針及び第三セクター等への関与に関す

る基本指針が改訂され、その指針に照らして検

討しました結果、非公募により選定することが

適当であると判断いたしまして、手続を進めた

ところでございます。平成３０年１１月２日に

選定手続要項を提示しております。以後、記載

のとおりでございます。 

 ６、今後の日程及び７、選定委員会について

は先ほどと同様でございますが、内部委員とし

て坂本支所長を加えて１０名となっております。

選定結果については、後ほど御説明させていた

だきます。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 議案第１４８号、八代市ふれあいセンターい

ずみ及び八代市農林産物流通加工施設でござい

ます。 

 １、施設の概要は記載のとおりでございます。 

 ２、指定の期間は５年間でございます。 

 ３、委託料でございますが、３１年度は１０

９８万２０００円、３２年度から１１０８万３

０００円となります。５年間合計で５５３１万

４０００円となっております。 

 ４、候補者の概要については記載のとおりで

ございます。 

 ５、指定の経緯でございますが、この２施設

につきましても、前回まで公募により事業者を

募集しておりましたが、坂本の３施設と同様に

非公募により選定することが適当であると判断

いたしまして、手続を進めたところでございま

す。以下、記載のとおりでございます。 

 ６、今後の日程及び７、選定委員会について

は、先ほどと同様でございます。内部委員とし

て泉支所長を加えて１０名となっております。 

 それでは、選定結果について御説明いたしま

す。 

 資料１１ページをお願いいたします。Ａ４の

横でございます。 

 審査結果について、施設ごとに取りまとめて

ございます。 

 ５つの選定項目のうち、１については、適否

を判断し、２から５の４項目については点数化

し、それぞれ２００点満点で評価をしてありま

す。 

 まず、八代市がらっぱ広場の候補者でござい

ますが、１については適しているとの判定で、

評価の合計点が１５４.５点となっております。 

 次に、サンライフ八代の候補者でございます

が、１については適しているとの判定で、評価

の合計点が１５７.３点、さらに現在の指定期

間におけるモニタリング・評価の結果、１０点

が加算され、１６７.３点となっております。 

 次に、八代市さかもと温泉センターほか２施

設の候補者でございますが、１については適し

ているとの判定で、評価の合計点が１６４.６

点で、さらに現在の指定期間におけるモニタリ

ング・評価の結果、１０点が加算され、１７４.
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６点となっております。 

 最後に、八代市ふれあいセンターいずみ及び

農林産物流通加工施設の候補者についてですが、

１については適しているとの判定で、評価の合

計点が１５８.７点でございました。 

 候補者選定の基準が、配点の６割以上となっ

ておりますので、４件の候補者いずれも基準を

満たしているところでございます。 

 なお、議決を受けた場合には、年度内に協定

締結の手続を行いますことから、債務負担行為

の設定が必要となりますので、別途、一般会計

補正予算・第１１号にて、それぞれの年数、限

度額に応じた債務負担の設定をお願いしている

ところでございます。 

 説明については以上でございます。御審議方

よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（亀田英雄君） 一ついいですか。指定

管理者の指定には異論はないんですが、昨夜で

すね、ある施設で不愉快というか、不愉快な思

いをして、目撃をしました。今回、長期間の指

定管理を受けるわけですが、決して受けること

が目的じゃなくてですたい、そこに提供するサ

ービスの質が落ちないように注意喚起をお願い

したいというふうに思います。個別の事例につ

いてはここで申し上げることはいたしませんが、

そこの気の緩みがないようにお願いしたいとい

うふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。採決は議案ごとに行います

のでよろしくお願いいたします。なお、採決は

挙手により行いますが、挙手しない者は反対と

みなします。 

 まず、議案第１４５号・八代市がらっぱ広場

に係る指定管理者の指定については、可決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は可決されました。 

 次に、議案第１４６号・サンライフ八代市に

係る指定管理者の指定については、可決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は可決されました。 

 次に、議案第１４７号・八代市さかもと温泉

センター、八代市坂本憩いの家、八代市広域交

流センターさかもと館に係る指定管理者の指定

については、可決するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は可決されました。 

 次に、議案第１４８号・八代市ふれあいセン

ターいずみ、八代市農林産物流通加工施設に係

る指定管理者の指定については、可決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は可決されました。 

 執行部は御退出ください。（｢ありがとうご

ざいました」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１０時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５７分 本会） 
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◎請願第１号・日奈久地域におけるクルーズ客

船観光客受け入れに伴う整備方について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となりましたのは新規

の請願１件です。 

 それでは、請願第１号・日奈久地域における

クルーズ客船観光客受け入れに伴う整備方につ

いてを議題といたします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため、書

記に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について御意

見等はありませんか。御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） ここに紹介議員がおん

なるけん、ちょっと、簡単な話なんですが、こ

れは多分、市に対して要望、お願いをされとっ

とですよね。その辺がちょっと、何かはっきり

わからんとかなという気のするもんだけん尋ね

てみたっですが、その辺のお答えもいただきた

かっと、日奈久がこれだけこの点について困っ

とっとなら、これはもう、上げて当然というふ

うに思うものなのですが、いかがでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） そこは執行部を入

れますか。その市に対して云々って。 

○委員（亀田英雄君） よかですよ。そりゃ紹

介者の気持ちを聞かな。 

○委員長（成松由紀夫君） じゃあ、北園委員

から、地元議員としての。 

○委員（北園武広君） はい、わかりました。 

 まずですね、この至った経緯と詳細な内容、

さっき書記から朗読していただいたんですけど

も、特に１０月２２日の日だったんですけども、

ツアーバスが来られてですね、そのとき午前・

午後合わせて７７台のツアーバスが日奈久のゆ

め倉庫のほうに来られたということで、あそこ

が国道３号線沿いで、皆さん御承知のとおりで

すね、駐車場のスペースもそんなに多くはなく

て、短時間に７７台が一斉に押し寄せたわけで

はなかっですけれども、それに伴って交通渋滞

が発生したというのがこの要旨の中の１番、２

番のバスの関係の内容でございます。 

 また、先月の１１月の２０日の日に、同じく

ツアーバスが、この日は４７台、１日に押し寄

せたということで、１台当たり約４０人が便乗

されますと、大体１８００人ぐらいの外国人の

観光客の皆さんが日奈久のほうを訪れていただ

いたということで、その辺で受け入れの台数の

制限といいますか、そういったことをですね、

執行部の方々と御協議していただきたいなとい

うことで、１番、２番ということでございます。 

 ３番目のトイレに関してはですね、こちらは

ゆめ倉庫内のトイレ等としてありますけれども、

ゆめ倉庫内のトイレが特に顕著にひどかったわ

けですけれども、用を足されたティッシュをで

すね、そのまんま水洗トイレに流さないでトイ

レにそのまま放置されておったということと、

日奈久の町なかのですね、商店さんのトイレの

ほうも借りられて使用されとっとも同じ現状だ

ったということです。 

 それと、土足のままでですね、水洗の便座の

上に座られて、便座ががたがた痛んでしまっと

るというような現状でございましてですね、特

にそのような被害というか、苦情というのが、

特にその２日間に集中してきまして、年間を通

して集客を行っているわけですけれども、特に、

多く観光客の方が押し寄せたときの対応という

ことで、日奈久全体がですね、受け入れを拒否

しとるというわけではなくて、そういったとこ

ろの現状の対策とかいうのをですね、執行部の

ほうと打ち合わせながら、協議しながらですね、

スムーズな振興計画に基づいたことがですね、

行われればということでの思いですので、申し

添えておきたいなというふうに思っています。 

 概要は以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません
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か。 

○委員（亀田英雄君） だけん、市が対応でき

る話かなとも思ったもんだけんですたい。その

辺の、宛先はどこになるのかなと思ったもんで

すから。 

 先ほど言ったんですが、日奈久が困っとっと

なら、もう上げてしかるべきというふうに思い

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。 

○委員（西濵和博君） 紹介議員の北園委員か

ら御説明もあったところですけれども、我々の

審議を進めるに当たって、参考までに関係する

執行部の説明を求めたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、委員から執行

部の説明を聴取したいとの御意見が出されまし

たが、本件について執行部から説明を求めるこ

とに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

執行部に説明を求めることといたします。 

 小会します。 

（午前１１時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０７分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、本件に関し、執行部からの説明を

求めます。 

○観光振興課長（田中辰哉君） おはようござ

います。観光振興課の田中でございます。 

 この請願書に関するですね、現状等について

御説明をさせていただきます。恐れ入りますけ

れども、着座にてよろしいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○観光振興課長（田中辰哉君） はい、失礼し

ます。 

 まず、クルーズ船の受け入れに関してでござ

いますけれども、今回、日奈久地区からですね、

非常に渋滞するとか、トイレの利用等について

の問題があるということでありますけれども、

このクルーズ船の受け入れに関しては全国的な

問題でございまして、どこの自治体においても

ですね、同じような問題が発生しておりまして、

先日も熊本市の観光振興課のほうにも参りまし

て、熊本城、あるいは城彩苑といったところの

状況がどのようになってるかというのを確認し

てまいりましたけれども、同じようにですね、

やっぱトイレの使い方、先ほど北園委員からあ

りましたけれども、便座の上に乗るとか、使っ

たティッシュというか、利用済みのティッシュ

もですね、その辺に捨てていくということで、

非常に熊本城だったり城彩苑も困っていると。 

 また、大量に熊本城とかにもバスが行ってお

りまして、熊本城周辺にもですね、非常に渋滞

等が発生しているということで、これはもう全

国的な問題だということで認識はしております。 

 ただ、これまでもですね、ツアーを運行する

旅行会社のほうには、ＤＭＯやつしろと一体に

なってですね、私たちも福岡に出向いて、その

旅行社を集めて注意喚起をやってきたところで

ございますけれども、なかなか改善はされてな

いというところでございます。 

 本件の請願に対してですけれども、まずです

ね、１番、２番、クルーズのバスのほうなんで

すけれども、一斉に押し寄せるということなん

ですけれども、実は、議会のほう、本議会のほ

うでもですね、ちょっとお答えさせていただい

たんですけれども、１１月２４日からクルーズ

ナビシステムというのを稼働させております。 

 これは、今まではですね、前日までにならな

いと各旅行会社がツアー行程を知らせてくれな

かったということで、もう対応のしようが、ど

っちかというとなかったということでございま

す。これを、インターネットというか、パソコ

ン上というか、それで一元管理しようというこ

とで、各旅行会社にですね、八代の、例えば日
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奈久温泉であったり妙見宮であったり、そうい

ったところは駐車場が何台ということで、４日

前からですね、入力できるシステムをとったと

ころでございます。これによって、今までは直

前じゃないとわからなかったところが４日前か

らですね、そこが駐車場で制限も、台数も制限

かけとりますんで、旅行会社が早い者勝ちで押

さえていくんで、ある程度ですね、例えば今月

でいくと１２月１７日に入ってまいりますけれ

ども、ある程度、４日前ぐらいからは、ああ、

うちに来るなというのがわかるのかなと思って

おります。 

 それが各旅行会社みんな一元化に、パソコン

上での管理になってますんで、各旅行社、そし

て私たちも、それと施設関係者も一元的にそれ

が管理できるということになります。 

 済みません、説明があれしますけれども、重

複しますけれども、そうやって台数も制限いた

します。台数を制限して、今まで日奈久温泉に

関して言えばですね、現状としてはゆめ倉庫で

おろして、そしてシー・湯・遊のほうでバスは

待機して、で、また迎えに来るということで。

台数についてもですね、無制限と、要は先ほど

言ったとおりに旅行会社が直前になって日奈久

に今度４０台やるとか、そういう形で制限のし

ようもなく無制限に旅行会社から来てたんです

けれども、今回のクルーズナビシステムによっ

て、台数の制限をするということ。 

 日奈久温泉に関してはですね、早速、今度の

１２月１７日からは、ゆめ倉庫におろして、バ

スもゆめ倉庫に待機して、そして、その後観光

客が戻ってきたらそのまま乗せて帰るというこ

とにしました。 

 それで、台数制限のほうをですね、一応、ま

ずは、ちょっと地元の皆さん方とのですね、意

見もあるんですけれども、今後地元の皆さん方

の意見も聞いていくんですけど、一応、今回試

験的にですね、１時間に２台程度と、ゆめ倉庫

に１時間２台程度ということでやってみようと。

大体、ツアーが６時間ぐらい時間があるとした

らですね、日奈久に最大入って１２台、１時間

２台の６時間で１２台、あとはツアーによって

４５分というのもあるんで、プラスアルファで

１５台程度かなというふうに思っております。 

 まずはそうやって台数制限をするということ

で、日奈久に対してはですね、やっていきたい

と。それによって、今まで７０台とか５０台と

か、１日にうちに来てましたけれども、それが

ある程度、１時間で２台しか来ないということ

で、入ってくる人数、それと交通渋滞のほうも

緩和されるんじゃないかなというふうに期待を

しているところでございます。 

 あと、実際、日奈久温泉のほうもですね、路

地のほうにそうやって一斉にバスが１０台ぐら

い来て４００人とか大人数が路地を歩いてると。

そこで渋滞というか、車も通れない状態になっ

てるということなんですけれども、これがバス

２台ということで１００人程度、８０人になり

ますんで、単純に。そういった日奈久の路地の

中のですね、車の運行に対しても緩和される、

よくなっていくんじゃないかなというふうに思

っております。 

 ３番目のトイレに対する対策ですけれども、

１０月２２日に確かにバスが７７台来てですね、

トイレの中が非常に利用が汚い状況でございま

した。 

 早速、私たち市の観光振興課としてですね、

現場を見て、ゆめ倉庫の館長とも協議してです

ね、トイレの利用の仕方ということで、トイレ

の中に啓発のチラシというか、それを張ったと

ころでございます。 

 ただ、やはり文化、習慣の違いによってです

ね、その後の１１月に入ってきた分についても

ですね、やはり同じ状況で汚いということがあ

りましたので、この辺については、またゆめ倉

庫のほうともですね、協議しながら、例えば、
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当面の対策としては、そうやって汚いままであ

れば、また次の人もそのまま使ってしまうとい

うようなこともあるのかなということで、当面

の対策として清掃回数をふやすとかですね、そ

ういった対策を考えていきたいなというふうに

思っております。 

 ４番目の日奈久地域の活性化へのアドバイス

ということで、早速なんですけれども、請願書

がこうやって提出される前からですね、日奈久

のそういう問題、課題を聞いておりましたんで、

本日１３日ですね、きょうの夜にですね、日奈

久のほうに出向いて地域の代表の方とクルーズ

の受け入れに関して意見交換をやっていきたい

と思っております。 

 これもですね、単なる１回とかそういうこと

ではなくて、定期的にやってまいりたいと。あ

わせてですね、市の計画の中でも中心商店街と

日奈久温泉ということで、重点地域で上げてお

りますので、観光の面で日奈久地域の活性化と

いう面についてもですね、協議をしてまいりた

いと、アドバイス等をやっていきたいというふ

うに思っております。 

 ５番に関しては、先ほど申しましたが、これ

までもですね、ツアーを運行する旅行会社等に

は注意喚起等をやっておりますんで、引き続き

やってまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 以上の部分につい

て御意見等はありませんか。 

○委員（増田一喜君） そうやって一応、対応

はされてるということはわかったんですけど、

市としてはですね、私が聞いた話では、日奈久

にバスで来ておりて、ただトイレを借りる、要

するにトイレ休憩というふうな感覚であって、

何も買い物がされてないという。だけど迷惑す

る、交通渋滞を起こすし、トイレを汚されるで、

そういうことで悩んでおられると思うんですけ

どね。そこらあたり、ツアー会社でも少し何か

買ってよというふうなことを言ってもらえると

か、言われたように、ゆめ倉庫で１時間で２台

ぐらいかな、今のところ制限しようという方向

でやられているみたいで、それであれば緩和と

いうのもあるけれども、２台しかとめないと言

ったら、今度はこっちに待機すっとにずらっと

並ばれても困るんですよね。だから、そこらあ

たり、本当は埋立地がですね、あんなもんがで

きてなければ、ずっとあっち、あそこにばっと

四、五十台ばっと入ってしまう状況じゃあった

んでしょうけれども、残念ながら今はそれがな

い。 

 だけん、できるだけですね、皆さんが困られ

ないように市としては対応していただければと

思います。トイレなんかでも、言われたように

チラシを張ったら大体わかるでしょうし。 

 それと、ゆめ倉庫なんかは放送設備を持って

ると思うんですよ。だから言葉に今度はして、

それを来るころにはわざと少し流してやるとか。

そうすると、見る人は見るけれども見ない人は

わからないちゅうことになる。今度は言葉で耳

から入れてそれをわからせてやると、聞いた人

はトイレに行くっていったら、ここ気つけてよ

ねということを注意してくれるかもしれない。

だから、文字と耳と両方併用するとか、そうい

うことで行けるんじゃないかなと。 

 ここで請願が出ていますけど、結局のところ

中身としては、行政としても対応できる範囲内

ですよね。ですよね。ということは、採択して

も結構なことじゃないのかなと。本当に日奈久

の人たちも困っておられると思いますので、そ

こらあたりを、やっぱりどうにか手助けしてや

れればと思っておりますので、採択でいいのか

なと、私はそういう意見でありますけど。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（髙山正夫君） 全国的問題ということ

で、我々も視察に何度か行ってますけれども、
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全く現状は全国的な問題と言いながらもですね、

これは非常に悩ましい問題で、あんまりその地

域が旅行者に対して、例えばやかましく言った

りするならば、ほんなら八代市には行かんって

いう話もあると思います。そういうふうなこと

も考えつつ、全国的な問題であれば、全国的に

何か連携をとるようなですね、そういうことも

考えながらやっていったほうがいいのかなと。 

 それと八代地域で言えばですね、今回たまた

ま日奈久からこうやって出てきましたけれども、

私の地域の妙見さんについても、これはただこ

ういった請願が出てないだけで、悩み、現状は

全く一緒なので、やはりこれは市としても全市

的に捉えていただきたい、日奈久を参考にです

ね。 

 それと八代市と、ＤＭＯという組織もありま

すけれども、どこの組織がどこまでどうやるの

かというのが、やはり我々にも見えてないとい

う部分がありますので、そのあたりの、何です

か、八代市とＤＭＯの位置づけというのを、そ

ういったところがわかってくればなというふう

に思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 採択で。 

○委員（髙山正夫君） はい、採択で。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。採決は挙手により行います

が、挙手しない者は反対とみなします。 

 請願第１号・日奈久地域におけるクルーズ客

船観光客受け入れに伴う整備方については、採

択と決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は採択とすることに決しました。 

 ただいま採択と決しました本請願１件につい

ては、これを市長に送付の上、その処理の経過

並びに結果について報告を求めることにいたし

たいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 執行部は御退室ください。 

 小会します。 

（午前１１時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２２分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時２３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２９分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して１件、執行部から発言の申し

出があっておりますので、これを許します。 
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・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（パ

リにおけるい草、畳表プロモーション活動につ

いて） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、まず、

パリにおけるい草、畳表プロモーション活動に

ついてをお願いいたします。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 農業振

興課の小堀でございます。 

 去る１０月１５日から１９日の５日間の会期

で、フランス、パリのユネスコ本部におきまし

て行われました日本へのクリエイティブな旅展

２０１８に参加いたしまして、イグサ、畳表の

プロモーション活動を行ってまいりましたので、

その報告をさせていただきます。 

 また、会期中にですね……。 

○委員長（成松由紀夫君） 課長、座られてい

いですよ。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） はい、

失礼いたします。座らせていただきます。 

 また、会期中に、パリの日本人学校にも訪問

いたしまして、イグサ製品の寄贈を行いました。

その様子もあわせて御報告させていただきたい

というふうに思います。 

 資料を１枚めくっていただきまして、凱旋門

の写真がある表紙ですね、報告書の表紙、そこ

に、１０月１５日から１９日と書いております

が、これはクリエイティブな旅展の会期、すな

わち現地での実活動日でございまして、全体の

日程としましては、前後の移動日や現地での準

備、片づけなども含めまして、１０月１３日土

曜日から２０日の土曜日までの６泊８日の行程

でございました。なおですね、市長は公務の関

係で、私たちスタッフより２日早い１８日の日

に帰国したところでございます。 

 パリに行きましたメンバーは、市長のほか、

熊本県畳工業組合八代支部の山田支部長、それ

から氷川町農業振興課の坂本課長補佐、それと

本市農業振興課のイ業担当であります村上と私

小堀、５名でございます。 

 資料のほう、２ページをお願いいたします。

済みません、資料のほうがホチキスどめで偶数

ページのほうが見えなくなっておりますが、上

が偶数ページ、下が奇数ページというようなと

ころで御理解いただきたいと思います。２ペー

ジでございます。 

 参加しました日本へのクリエイティブな旅展

２０１８について、どのようなイベントか、そ

の概要をまとめております。これにつきまして

は、９月の当委員会でも御説明したので簡単に

まとめております。 

 日本へのクリエイティブな旅展は、ことしで

３回目の開催というふうなことでございますが、

ことしは、日仏友好１６０年に当たりまして、

それを記念して日本文化・芸術を、フランス国

内の会場で約１０か月間にわたり紹介するジャ

ポニスム２０１８が行われております。今回参

加しましたクリエイティブな旅展もその一環と

して行われたものでございます。ちなみに、右

の写真は日本へのクリエイティブな旅展のポス

ターでございます。テーマは、世界文化遺産に

も登録されております和食でございます。 

 黒ポツの２つ目になりますが、特にですね、

農林水産省のほうからＧＩ産品をＰＲすべく、

会場内に専用ブースを設けまして、パリからフ

ランス、そして欧州各国、さらには世界１９３

カ国のユネスコ加盟国に向けまして、日本各地

の食文化を通じました地域文化を発信しようと

いうものでございます。 

 そこで、私どもは、イグサ、畳表のＰＲを行

ってきたということでございますが、私たちが

参加することとした経緯と目的が次の３ページ

でございます。 

 今回のテーマは和食というふうに申し上げま

したけれども、イグサ、畳表につきましては、

食品ではないものの、和食を初めとする日本文

化を語る上で必要不可欠な品目であり、また、
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平成２８年にはＧＩ認証を取得しているという

こともございまして、今回参加がかなったとい

うようなところでございます。 

 畳表の国内需要が低迷する中にございまして、

今回のイベント参加は、各国大使が集うユネス

コ本部におきまして、海外へイグサ、畳表のト

ップセールスをすることで、ブランド力強化、

認知度の向上、外国産イグサとの差別化などを

図る絶好の機会というふうに捉えまして、同時

に、今後のイグサ、畳表の海外展開の可能性を

探る機会にもしたいというふうなことで参加し

たところでございます。 

 写真は、会場のユネスコ本部の正面入り口で

ございます。市長にも入っていただいたところ

でございます。 

 このユネスコ本部におきまして、具体的にど

のような活動を行ったのかを４ページから書い

ております。 

 先ほど申し上げましたように、このクリエイ

ティブな旅展は、和食とそれを育んできた地方

に焦点を当てまして、日本文化を多角的に紹介

するというものですが、会場では、私たちのイ

グサ、畳表を含めましたＧＩ産品５団体の農産

物のほか、福島県、埼玉県、沖縄県などの自治

体が誇る食を、多様な文化とともに展覧したも

のでございます。 

 また、ユネスコ茶会や、生け花など、日本の

伝統文化を来場者に体感してもらう催しも行わ

れました。 

 なおですね、全体ブースで行われましたユネ

スコ茶会の畳及びオープニングセレモニーにお

ける来場者用の椅子用クッション１００枚は、

全国い産業連携協議会と熊本県いぐさ・畳表活

性化協議会より提供したものでございます。 

 写真は、隈研吾建築都市設計事務所の澁谷達

典氏がデザインされまして、日本建築士学会の

コンテストにおいてグランプリを受賞したとい

う茶室でございまして、今回の会場にも同じも

のが再現されました。 

 次の５ページでございますが、今申し上げま

した参加団体と展示内容でございます。 

 ちなみに写真は、埼玉県の狭山茶のブースで

す。余談になりますが、ここでは３グラム１万

円というようなですね、高価な手もみ茶も振る

舞われておりました。 

 次の６ページでございます。 

 オープニングセレモニーの中で、主催者、来

賓挨拶など一連の挨拶が済みました後に、左の

写真がＧＩ産品の団体の紹介の様子。それと右

のほうは、市長と山田支部長がステージ上でイ

グサ、畳表をＰＲしている様子でございます。 

 ７ページでございます。 

 我々のイグサ、畳表のブースの様子です。 

 写真には全部写っておりませんけれども、こ

の写真の左のほうにですね、熊本城を織り込ん

だタペストリーとイグサの原草も持って行きま

した。それと少しだけ写っておりますけれども、

畳のベンチ、それからテーブルの上のイグサの

小物類、パンフ関係、それと、立てております

が畳表でございます。 

 なお、畳表と原草につきましては、千丁町の

橋口英明さん、この方は農林水産大臣賞など、

これまでイグサで数々の賞を受賞しておられる

方でございますけれども、今回もこの方の最高

の品質のものを準備しまして、持って行ったと

ころでございます。 

 右側は、テーブルの上の拡大写真でございま

して、草履やバッグなどのイグサ製品のサンプ

ル及び英語、フランス語のパンフレット類など

でございます。ヨーロッパの方々はですね、環

境とか健康面に非常に関心が高いというふうに

聞いておりましたので、このパンフレットも、

イグサが環境や健康面で非常にすぐれている素

材であるというふうなことを前面に出して作成

したところでございます。こうしたものを使い

まして、来場者にイグサのよさなどをＰＲした
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ところでございます。 

 次の８ページ、９ページでございますが、こ

れが実際の接客の様子でございます。 

 ８ページ写真に、先ほど説明しました熊本城

のタペストリーと畳ベンチが左のほうに写って

おります。写真中央の、小さいですけども、白

いジャケットを着た女性が通訳さんでございま

すけれども、その横で山田支部長が身ぶり手ぶ

りで一生懸命説明しているのを、これを通訳さ

んがフランス語で説明していると、そういう写

真でございます。 

 それと、右の写真は、日本からも関係機関の

ですね、トップの方々や、後ほど触れますが輸

入関係の、いわゆるバイヤーさんなども来場さ

れまして、名刺交換などをさせていただいてい

る様子でございます。 

 ９ページでございます。 

 山田支部長による、手縫いでの畳製作実演の

様子でございます。畳のことは知っているとい

うフランスの方々もですね、実際の製作を間近

で見るのは初めてのようでございまして、カメ

ラにおさめたり質問をしてきたりと、大いに注

目を集めておりました。 

 １０ページでございますが、最初のほうで説

明しましたユネスコ茶会が行われた茶室です。

ここの畳もですね、八代市産のものを提供させ

ていただきました。 

 中央の写真、屋外でも茶会が催されましたけ

れども、ここには畳表のクッションを提供しま

した。これは、右側の写真、これがオープニン

グセレモニーでＶＩＰ用に準備したクッション

でございますが、これと同じものでございます。 

 それと、このオープニングセレモニーで使用

しましたクッションは、セレモニー終了後にで

すね、出席者に持ち帰ってもらったんですけど

も、大変好評でございまして、後でですね、余

分にないのかとか、同じものを買いたいがどこ

に売っているのかといったお話をですね、多数

の方から問い合わせいただいたところです。 

 ここまでが、ユネスコでのですね、活動の様

子でございますが、次の１１ページからは、日

本人学校を訪問し、イグサ製品を寄贈したとき

の様子です。 

 これは、将来、国際社会の中で活躍が期待さ

れる子供たちに、イグサ製品を使ってもらうこ

とで、畳のよさ、日本文化のすばらしさを知っ

てもらい、それを後世へ、広く世界へ伝えても

らいたいと、そういう思いから行ったものでご

ざいます。 

 写真は、学校の校舎玄関で関係者との記念写

真でございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 訪問したメンバーと寄贈した品目です。訪問

者は中村市長ほか、そこに記載してありますよ

うに全部で６名でございます。また、寄贈品目

は、右の写真にありますように、国際理解教室

という教室内にある半畳畳９枚の新調、それか

ら小冊子、たたみのあゆみが２００冊、これは、

今、お手元に配っておりますが、それでござい

ます。椅子用の畳クッションを２００枚、イグ

サタペストリー１本、それと写真にはございま

せんけれども、くまモンのファイルも２００枚

寄贈いたしました。 

 １３ページでございます。 

 左は、写真手前の後ろ姿で写っておられる方

が深井校長先生でございますが、校長先生から

学校の概要説明を受けている写真です。 

 先生の話によりますと、小学校１年生から中

学校３年生まで、現在１９０名の児童・生徒が

在籍しているということでございました。日本

の文部科学省の学習指導要領に基づきましてカ

リキュラムも組まれているということで、日本

と違いますのは、フランス語、英語の語学の教

育時間が日本よりも多く組まれているというふ

うなことでございました。 

 こうした説明の後ですね、学校内も案内して
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いただきました。右の写真は国際理解教室でご

ざいますが、あらかじめ送っておりました半畳

畳が、学校側で設置されておったんですけれど

も、向きが違っていたので、山田支部長が手直

しをされていると、そういう写真です。正しく

並べますと、１２ページ上の写真にありますよ

うに、光の加減でですね、市松模様が浮かび上

がると、これが正しい並べ方というふうなこと

でございます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 教室のほうも御案内いただきました。実際の

授業の様子も見せていただいたところなんです

が、これは、３年生教室だったと思いますが、

急遽、担任の先生からの指示で、子供たちがダ

ンスを披露してくれまして、我々を歓迎してく

れていると、そういう様子です。 

 １５ページの左、これは２年生教室でござい

ますが、私たちが贈りました、たたみのあゆみ

を使って授業をしていただいている様子でござ

います。 

 右の写真は、くまモンのタペストリーを玄関

ホールに飾っていただいている様子です。ちな

みになんですが、その左側に赤い富士山の絵が

ございますが、これは、私たちが訪問するです

ね、一月ほど前に、皇太子殿下が御訪問されて

おります。その際に贈呈された七宝焼きの絵画

というようなことだそうです。その横にですね、

我々のタペストリーも飾っていただいたという

ことで、学校側のお気遣いに大変恐縮するやら

感激するやらしてきた次第でございます。 

 １６ページをお願いします。 

 ここから１７ページまでのですね、４枚の写

真は贈呈式の様子です。なお、贈呈式とその後

の畳の製作実演につきましては、全校生徒を体

育館に集めまして、学校の４時間目の授業時間

を社会科教育の時間ということで提供いただき

ました。 

 １枚目が市長挨拶の様子。その横２枚目が、

児童・生徒代表に目録を贈呈している様子。そ

れと、１７ページの左が、先ほど御説明しまし

たタペストリー、これは一旦外していただきま

して、改めて贈呈をしている様子でございます。

その右は、児童・生徒を代表してお礼を述べる

６年１組の吉永さんというふうにありますが、

彼女は９月に熊本市から転校してきたばかりと

いうことで、我々が熊本から来たということで、

これも学校側が配慮されたようでございます。 

 １８ページをお願いします。 

 贈呈式の後ですね、山田さんによる畳の製作

実演をここでも行いました。その様子を１８、

１９と載せておりますが、この実演を見てもら

いながらですね、たたみのあゆみを使いまして、

イグサの栽培から畳ができるまでを私のほうで

説明いたしました。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 完成して披露しているところです。その後の

ですね、質問タイムでは、活発な質問が行われ

ました。時間の関係もございまして、贈呈式と

実演は終わりましたんですけれども、終わった

後もですね、子供たちが私たちのところへ寄っ

てきまして質問をするなど、とても興味を持っ

てくれていたようでございました。 

 最後に、関係者で記念撮影をしまして学校を

後にしたということでございます。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 今回のクリエイティブな旅展を終えてという

ことで、感じましたことなどを含めましてまと

めとしております。 

 当初、フランスでは、畳のことは余り知られ

ていないというふうに思っておりましたんです

が、フランスは柔道など武道が盛んな国でもご

ざいまして、また、近年では日本のアニメとい

うのが非常に人気で、その影響もありまして、

畳は日本文化の代表的なものとして広く認知さ

れており、私たちのブースにも高い関心を寄せ

ていただきました。特に、山田支部長による手
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縫いでの畳の製作実演は、多くの人から注目を

集め、同時に、現地の方からたくさんの質問を

受けるという、そういう状況でございました。 

 また、展示していたイグサ製品を売ってほし

いとの声をたくさんの方からいただきましたし、

来場者の中には、これはフランス人の方でござ

いますが、自宅に和室をつくっておられまして、

大変立派な和室だったんで、スマートフォンで

我々にその写真を見せながら、今使っている畳

は中国産である。自分としては、日本の熊本の

畳が欲しいと。しかしながら、パリのお店では

中国産しか手に入らない。ぜひ、パリでも日本

の畳が手に入るようにしてほしいと、そういう

お話もいただいたところです。 

 さらにまた、パリ在住の日本人バイヤーさん

からはですね、こちらでイグサ製品の取り扱い

を考えていると。産地である八代の業者さんや

農家さんを紹介してほしいと、そういった御相

談も受けたところです。これにつきましては、

現在、本市のフードバレー推進課とも連携いた

しまして、サンプル品の提供など具体的なお話

を現在進めているところでございます。 

 今回は、日本文化を紹介する趣旨でのイベン

トではございましたけれども、現地の方々とお

話をさせていただく中で、イグサ、畳表の海外

展開の可能性というのを大いに感じたところで

ございます。 

 ２３ページは、日本人学校のことを書いてお

ります。黒いポツの３つ目になりますが、学校

では先ほど御説明しましたように、熱烈な歓迎

を受けましたし、贈呈しましたタペストリーや

半畳畳も早々に設置していただきました。また、

椅子用クッションなども生徒に配布してもらい

まして、小冊子、たたみのあゆみを使って授業

もしていただいたところです。体育館で贈呈式

を行った際に、山田さんに畳の製作実演もして

いただきましたけれども、最近では日本でもな

かなか見ることができない手縫いによる畳表製

作実演というのは、子供たちにとって貴重な体

験となり、強く印象に残ったのではないかとい

うふうに思っております。 

 最後、２４ページでございますが、ここには

土産話的な話をつけておりますけれども、今回

ブースで展示しました畳ベンチと熊本城を織り

込んだタペストリーでございますけれども、こ

れは当初の予定にはなかったんですけれども、

ユネスコのほうへ寄贈させていただくというこ

とを急遽、市長のほうから山田ユネスコ大使の

ほうへお願いしましたところ、快く御承諾をい

ただきました。 

 したがいまして、畳ベンチとタペストリーに

つきましては、ユネスコ本部において、引き続

き八代のイグサ、畳表のＰＲ役を担ってもらう

と、こういうことになった次第でございます。 

 イベント終了後ですね、片づけの際に品物を

ユネスコ側に渡しまして、私たちは大急ぎで帰

国をしましたものですから展示の様子を確認で

きませんでしたけれども、後日、ユネスコの担

当者の方から、感謝のメールとともに右のよう

な写真が贈られてまいりました。 

 上の、熊本城のタペストリーが設置されてい

る壁の奥が、ユネスコ日本政府代表部の応接室

でございまして、その入り口にタペストリー、

その前の待合ロビーに畳ベンチが設置されてお

ります。ここは、世界各国から多くのお客様が

来られるところと聞いておりまして、よいＰＲ

になるのではないかというふうに期待しており

ます。 

 以上が、今回のパリにおける活動でございま

すが、このイベントの参加に際しまして、多く

の方々の御支援、御協力をいただいたところで

す。 

 特に、日本人学校訪問に際しましては、農林

水産省のほうから御支援をいただきまして、と

りわけ知的財産課には、ＧＩ産品のＰＲ活動と

いうことで、きめ細かな御指導、御助言をいた
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だきました。 

 またですね、我々の思いを、学校のほうに伝

えていただきまして、橋渡しをしてくださった

在フランス日本国大使館の方々などですね、多

くの方々の御支援のおかげで今回の活動を実施

することができましたことをですね、こうした

方々への感謝の意味を込めまして、ここに御報

告を申し上げておきたいと思います。 

 以上、パリにおけますイグサ、畳表のプロモ

ーション活動の御報告とさせていただきます。

ありがとうございました。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） せっかくですけん。 

 小堀さん、お疲れさまでした。準備からかれ

これ詳細に報告いただいて大変よかったんだな

というふうに感じました。せっかく築かれたネ

ットワークですけん、これが少しでもですね、

花開くように頑張っていただけたらなというふ

うに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

パリにおけるい草、畳表プロモーション活動に

ついてを終了します。 

 執行部は御退席ください。 

（執行部退席） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、本委員会の

管外行政視察について協議のため、小会いたし

ます。 

（午前１１時５２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５５分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の管外行政視察について

お諮りいたします。 

 本委員会は、平成３１年１月１５日から１７

日までの３日間、大阪府箕面市、大東市、京都

府宇治市へ、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査のため管外行政視察を行うことといたし

たいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

所管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の派遣承認要求の件につい

てお諮りいたします。 

 本委員会は、平成３１年１月１５日から１７

日までの３日間、大阪府箕面市、大東市、京都

府宇治市へ、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査のため管外行政視察を行うこととし、議

長宛て派遣承認要求の手続をとらせていただき

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもちまして、経済企業委員会を

散会いたします。 

（午前１１時５７分 閉会） 

 



 

－25－

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年１２月１３日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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